
「
刈
谷
田
川
ダ
ム
完
成
」

昭
和
五
十
五(

一
九
八
〇)

年
五
月
、
七
年
の
歳
月
と
、
総
事
業
費
約
九

十
七
億
円
を
投
じ
て
刈
谷
田
川
ダ
ム
が
完
成
し
ま
し
た
。

守
門
岳
を
水
源
と
し
、
市
の
中
心
部
を
流
れ
、
旧
南
蒲
原
郡
栄
町
で
信

濃
川
に
合
流
す
る
延
長
五
〇
㎞
の
一
級
河
川｢

刈
谷
田
川｣

。
か
つ
て
は
、

一
度
大
雨
に
見
舞
わ
れ
る
と｢

暴
れ
川｣

と
化
し
ま
し
た
。
死
者
が
七
十
人

以
上
に
上
っ
た
大
正
十
五
年
の
大
水
害
や
被
害
額
が
六
億
円
を
超
え
た
昭

和
三
十
六
年
八
月
の
集
中
豪
雨
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
昭
和
三
十

九
年
の
７
・
７
集
中
豪
雨
災
害
な
ど
、
幾
度
と
な
く
水
害
が
発
生
。
そ
の

度
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
市
民
に
と
っ
て
、
ダ
ム
建
設
は
悲
願
で
し
た
。

そ
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
地
質
調
査
な
ど
を
開

始
。
昭
和
四
十
九
年
四
月
、
刈
谷
田
川
開
発
事
務
所
が
開
設
さ
れ
、
同
年

七
月
に
着
工
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
、
有
効
貯
水
量

四
百
十
五
万
ト
ン(

現
在
の
上
水
道
給
水
量
の
約
一
年
九
カ
月
分
に
相
当)

の
刈
谷
田
川
ダ
ム
が
完
成
。
水
害
の
不
安
が
解
消
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

夏
場
の
飲
料
水
や
工
業
用
水
の
安
定
供
給
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
五
月

十
五
日
に
は
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
、
命
名
碑
の
除
幕
を
行
っ
た
後
、
完
成

を
祝
っ
て
東
谷
小
学
校
の
バ
ト
ン
ガ
ー
ル
と
栃
尾
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
を
先
頭
に
、
関
係
者
や
地
元
住
民
が
堤
頂
の
渡
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

て
い
ち
ょ
う

｢
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来
る｣

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
四
十
年
ぶ

り
に
昨
年
七
月
十
三
日
、
観
測
史
上
最
高
の
降
雨
量
を
記
録
し
、
市
内
全

域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
集
中
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
以
前
の
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
災
害
復
興
を
最
優
先
課
題

と
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
と
行
政
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

(

出
典

昭
和
五
十
五
年
六
月
十
日
発
行
「
広
報
と
ち
お
」)

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

「
栃
尾
市
の
あ
ゆ
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

総
務
課
選
挙
広
報
係

‐
５
８
１
５
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⑭

施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 吉水ふれあい体育館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日
休 杜 々 の 森 毎週火曜日
館 ふるさと交流広場 無 休
道 院 高 原 中越大震災被害のため休業中
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 無 休

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。



四
月
二
十
一
日
、
馬
場
市
長
と
平

林
市
議
会
議
長
が
姉
妹
都
市
の
白
鷹

町
を
訪
れ
、
橋
本
光
記
町
長
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
７
・

集
中
豪
雨
災
害

13

と

・

中
越
大
震
災
に
際
し
、
物

10

23

心
両
面
に
わ
た
る
絶
大
な
支
援
を
い

た
だ
い
た
白
鷹
町
に
、
感
謝
の
意
を

表
す
る
た
め
に
感
謝
状
を
贈
っ
た
も

の
で
す
。

見
舞
金
・
義
援
金

７
・

集
中
豪
雨
災
害
で
は
、
発

13

生
直
後
橋
本
町
長
が
来
市
。
見
舞
金

十
万
円
と
、
激
励
の
言
葉
を
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、

・

中
越
大
震
災
で
は
、

10

23

橋
本
町
長
と
白
鷹
町
議
会
か
ら
見
舞

多
大
な
支
援
を
い
た
だ

い
た
白
鷹
町
に
感
謝
状

金
、
白
鷹
町
商
工
会
か
ら
義
援
金
を

い
た
だ
い
た
ほ
か
、
町
民
に
も
義
援

金
・
見
舞
金
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
見
舞
金
百

四
十
五
万
七
千
円
、
義
援
金
四
百
四

十
万
円
、
総
額
五
百
八
十
五
万
七
千

円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

白
鷹
町
お
よ
び
町
民
の
皆
様
の
善

意
は
、
被
災
者
に
義
援
金
と
し
て
配

分
す
る
と
と
も
に
、
栃
尾
市
の
災
害

復
興
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

救
援
物
資

余
震
が
続
く
十
月
二
十
五
日
か
ら

五
回
に
わ
た
り
、
白
鷹
町
民
の
心
温

ま
る
思
い
や
り
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ

た
救
援
物
資
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

一
ト
ン
を
超
え
る
米
や
み
そ
、
木

炭
や
練
炭
と
い
っ
た
燃
料
、
毛
布
、

防
寒
着
、
衣
類
な
ど
の
生
活
必
需
品

は
、
被
災
者
に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

保
健
師
の
派
遣
と
い
も
煮

さ
ら
に
同
町
は
、
十
一
月
二
日
か

ら
四
日
ま
で
の
三
日
間
、
二
人
の
保

健
師
を
当
市
に
派
遣
。
被
災
者
の
心

の
ケ
ア
と
、
健
康
相
談
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
十
月
三
十
一
日
、
同
町
日
赤

奉
仕
団
が
被
災
者
を
励
ま
そ
う
と
来

市
。
山
形
名
物
「
い
も
煮
」
五
百
人

分
を
作
っ
て
、
身
も
心
も
暖
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

栃
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
金
子

昇
兵
会
長
）
は
四
月
九
日
、
災
害
で

被
害
を
受
け
た
市
民
の
心
を
癒
そ
う

と
、
市
民
会
館
で
震
災
復
興
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
詰
め
掛
け
た
大
勢
の
人
た

ち
は
、
玉
川
カ
ル
テ
ッ
ト
の
お
笑
い

浪
曲
や
、
は
る
か
と
パ
ン
チ
ョ
の
美

し
い
歌
声
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
会
館
で
四
月
十
六
日
、
中
越

地
震
被
災
地
救
援
「
掘
る
ま
い
か
」

上
映
実
行
委
員
会
が
、
同
映
画
の
上

映
会
を
行
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
逆
境
に
も
負
け
ず
人
力
で

中
山
隧
道
を
掘
り
抜
い
た
、
山
古
志

震
災
復
興
コ
ン
サ
ー
ト

中
越
地
震
被
災
地
救
援

｢

掘
る
ま
い
か｣

上
映
会

村
小
松
倉
集
落
の
先
人
た
ち
の
不
屈

の
精
神
に
、
観
客
は
感
動
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
、
前
山
古
志

村
長
の
長
島
忠
美
さ
ん
が
駆
け
付
け
、

村
の
復
興
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

|||||広報とちお17.5.5|||||

仮設住宅に復興ボランティア
センターを開設

と き 毎週火・水・木曜日、13時30分～15時30分
ところ 仮設住宅第14号棟２号室
活動内容 ボランティアの受け入れや派遣、ボランテ
ィア喫茶（交流の場）、復興イベントの企画・実施、
健康や住宅などの各種相談 など
問合せ 復興ボランティアセンター ５２－３３１１

会場を笑いの渦に巻き
込んだ玉川カルテット

私たちも応援します
４月21日、7.13集中豪雨災害と10.23中越大震災に際し、見舞金や義援金、救援物資、保健

師の派遣など、物心両面で支援いただいた姉妹都市「山形県白鷹町」に感謝状を贈りました。
また、中越大震災の被災者を元気づけようと、震災復興コンサートを開催した栃尾ライオン

ズクラブ、山古志村の中山隧道掘削のドキュメンタリー映画を上映した「掘るまいか」上映実
行委員会などから、心温まる応援をいただきました。

映画を鑑賞する人たち

橋本町長に感謝状を贈呈する
馬場市長

越後杉を使った
住宅再建を支援します

対 象：震災で住宅に被害を受けた世帯 問合せ：復興対策室 52 2175-

支援額：越後杉を購入する経費の１／２以内(上限100万円)

復
興
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、

市
民
代
表
、
産
業
関
係
者
、
学
識
経

験
者
な
ど
を
委
員
と
す
る
復
興
計
画

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
専
門
的
な

知
見
に
加
え
、
被
災
地
域
な
ど
の
要

望
を
取
り
入
れ
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

復
興
は
、
行
政
だ
け
の
力
で
は
進

復
興
計
画
検
討
委
員
会
を

設
置
し
ま
す

市
民
参
加
に
よ
る
計
画

づ
く
り
を
行
い
ま
す

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
市
民
、
企
業
、
行

政
が
お
互
い
の
役
割
分
担
を
決
め
、

一
体
と
な
っ
て
計
画
を
実
行
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
く
た
め
、
五
月
九
日
か
ら
市
民

対
話
集
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
特
に

被
害
の
大
き
い
地
域
で
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
住
宅
団
地
で
生
活
再
建
に
関
す
る

意
見
交
換
会
を
開
催
（
４
／
４
）

次
の
五
項
目
に
つ
い
て
説
明
を
行

っ
た
後
、
出
席
し
た
住
宅
団
地
の
住

民
約
四
十
人
と
約
二
時
間
に
わ
た
っ

て
、
今
後
の
生
活
再
建
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

○
仮
設
住
宅
に
関
す
る
要
望

○
健
康
状
況
に
つ
い
て

○
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
の
進
捗

し
ん
ち
ょ
く

状
況

○
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
の

進
捗
状
況

○
今
後
の
生
活(

住
宅)

再
建
の
方
向

に
つ
い
て

|||||広報とちお17.5.5|||||

市
は
、
昨
年
発
生
し
た
災
害
か
ら
の
復
旧
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
以
前
の
状
態
に
戻
す
「
復
旧
」
だ
け
で

な
く
、
以
前
よ
り
も
地
域
を
活
性
化
す
る
「
復
興
」
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
復
興
計
画
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
新
潟
県
が
策
定
し
た

「
中
越
大
震
災
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
七
月
中
を
め
ど

に
、
栃
尾
市
の
復
興
の
将
来
像
や
施
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
復
興
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
四
月
四
日
、
住
宅
団
地
で
生
活
再
建
に
関
す
る
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

新
た
な
栃
尾
の
創
造
を
目
指
し

栃
尾
市
復
興
計
画
を
策
定
し
ま
す

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

復
興
対
策
室

‐
２
１
７
５
、
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ま
で
。

復興計画策定のイメージ

《栃尾市復興計画検討委員会》
被災者代表、一般市民代表、農林
業・商工業関係者、ボランティア
関係者、学識経験者、新潟県など
関係機関

栃
尾
市
復
興
計
画

市民の皆さんの意見

専門家の提言

被
災
地
域
の
要
望

「
農
地
や
住
宅
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
る
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
い
て
、
計
画
を
ま
と

め
た
い
」
と
語
っ
た
馬
場
市
長

(

住
宅
団
地
、
４
月
４
日)



急
速
な
少
子
高
齢
化
と
と
も
に
、

食
生
活
や
運
動
習
慣
な
ど
を
要
因
と

す
る
生
活
習
慣
病
の
増
加
、
認
知
症

や
寝
た
き
り
者
の
増
加
に
よ
り
、
医

療
費
や
介
護
負
担
の
増
大
が
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
健
康
と
ち
お

を
策

21

定
し
、
従
来
に
も
増
し
て
健
康
を
増

進
し
、
発
病
予
防
に
重
点
を
お
い
た

健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
回
策
定
し
た
計
画
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

作
る
」
と
い
う
意
識
を
持

ち
、
健
康
づ
く
り
を
行
う

こ
と
に
対
し
、
関
係
機
関

・
団
体
、
行
政
が
協
力
し
、

地
域
全
体
で
応
援
し
て
い

く
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し

て
い
ま
す
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市

民
が
望
む
健
康
な
姿
や
課
題
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
平
成
十
五
年
七
月

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取
り
調
査
、

市
民
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
統
計

資
料
の
分
析
な
ど
を
実
施
。
市
民
か

ら
公
募
し
た
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

委
員
と
検
討
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
や
子
ど
も

の
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
な
ど
か

ら
助
言
を
受
け
、
実
態
に
即
し
た
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
に
は
、
健
康
づ
く
り
が
市
民

一
人
ひ
と
り
の
活
動
か
ら
地
域
ぐ
る

み
の
活
動
へ
展
開
す
る
よ
う
に
、
次

の
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

①
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
そ
う

・
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

・
毎
日
の
生
活
の
中
に
運
動
を
取

◆
健
康
づ
く
り
の
目
標

◆
実
態
に
即
し
た

計
画
を
策
定

り
入
れ
よ
う

②
生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し
た
日

々
を
送
ろ
う

・
自
分
の
役
割
を
持
と
う

・
仲
間
を
作
ろ
う

・
趣
味
を
持
と
う

③
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
心
も
い
き

い
き
さ
せ
よ
う

・
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
方
法
を

見
つ
け
よ
う

・
家
庭
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
持

と
う

※
こ
の
計
画
は
、
今
年
度
か
ら
平
成

二
十
一
年
度
ま
で
の
五
年
間
の
計

画
で
す
。

◎
計
画
の
詳
し
い
内
容
は
、
全
世
帯

に
配
布
す
る
健
康
と
ち
お

概
要

21

版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り

係

‐
５
８
３
６
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市
民
が
健
康
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
の
行
動
計
画

｢

健
康
と
ち
お

｣

を
策
定

21

健
康
づ
く
り
は
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
関
す
る
知
識
を
持
ち
、
日

々
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

で
す
。

そ
こ
で
市
は
、
市
民
が
健
康
で
い
き
い
き
と
元
気
に
暮
ら
す
た
め
の

行
動
計
画
「
健
康
と
ち
お

」
を
策
定
。
こ
の
計
画
を
も
と
に
、
市
民

21

の
健
康
づ
く
り
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
基
本
計
画

健康づくりサポーターによる活発な
話し合いが行われた検討会

市民の健康づくりを推進する関係機関・団体

関係機関・団体が主体的に役割を果たし、連携しながら
みんなで健康づくりを進めていきましょう

森
民
夫
長
岡
市
長
と
馬
場
市
長
は
、

県
庁
を
訪
れ
、
泉
田
県
知
事
に
廃
置

分
合(

合
併)

の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
共
に
来
年
一
月
一
日

に
長
岡
市
と
合
併
す
る
和
島
村
、
寺

泊
町
、
与
板
町
も
合
併
を
申
請
。
森

長
岡
市
長
が
代
表
し
、
申
請
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

合
併
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
下

図
の
と
お
り
で
す
。

七
月(

予
定)

の
県
議
会
で
の
議
決
、

県
知
事
に
よ
る
合
併
の
決
定
、
総
務

大
臣
へ
の
届
け
出
の
後
、
八
月(

予

定)

に
合
併
が
告
示
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
来
年
一
月
一
日
、
人
口
約
二
十

県
知
事
に
廃
置
分
合

(

合
併)

を
申
請

合
併
ま
で
のス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

八
万
七
千
人(

当
市
の
十
一
・
六
倍)

、

世
帯
数
約
九
万
二
千
世
帯(

同
十
二

・
八
倍)

、
面
積
約
八
百
四
十
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル(

同
四
・
一
倍)

の
新

市
が
誕
生
し
ま
す
。

現
在
、
来
年
一
月
一
日
の
合
併
に

向
け
、
長
岡
市
と
合
併
協
定
書
に
基

づ
き
、
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
三
十
一
分
科
会
で
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

合
併
推
進
室

‐
５
８
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１
６

長
岡
市
・
栃
尾
市
合
併
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.

nagaoka-gappei.jp/nagaoka-
tochio
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長
岡
市
と
の
合
併
に
向
け
て

そ
の
４

当
市
と
長
岡
市
の
両
議
会
で
廃
置
分
合
議
案
が
可
決
し
た
こ
と
を
受

け
、
三
月
二
十
九
日
、
泉
田
裕
彦
県
知
事
に
廃
置
分
合
（
合
併
）
の
申

請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
今
後
、
県
議
会
で
の
議
決
な
ど
を
経
て
、
来

年
一
月
一
日
に
長
岡
市
と
合
併
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

廃置分合の申請書を提出した後、泉田県知事や
森長岡市長、３町村長と会談する馬場市長

県
知
事
に
廃
置
分
合(

合
併)

の

申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た

合併までのスケジュール

新・長岡市誕生（来年１月１日）

総務大臣による告示(８月予定)

県知事が総務大臣へ届け出

県知事による合併の決定

県議会で合併の議決(７月予定)

人口(人) 世帯数(世帯) 面積(k㎡)
新 市 287,139 92,029 840.88
長岡市 237,718 78,246 525.89
栃尾市 24,704 7,191 204.92
和島村 4,954 1,287 31.86
寺泊町 12,270 3,226 58.16
与板町 7,493 2,079 20.05
※人口・世帯数は平成12年国勢調査、面積は平
成15年全国都道府県市区町村別面積調の数値

新市の人口・世帯数・面積



まちの話題 まちの話題



①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
事
業

地
域
の
活
力
が
醸
成
さ
れ
る
継
続

的
な
活
動
に
つ
な
が
る
事
業

②
文
化
事
業

郷
土
文
化
の
保
存
・
伝
承
、
新
た

な
文
化
活
動

③
特
産
品
開
発
事
業

山
菜
、
工
芸
品
づ
く
り
な
ど
新
し

い
起
業
を
目
指
す
も
の

④
人
材
育
成
事
業

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
活
動
す
る
た

め
の
研
修

⑤
イ
ベ
ン
ト
事
業

講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
新
し

い
祭
り
な
ど
の
行
事

⑥
そ
の
他

地
域
づ
く
り
の
こ
と
な
ら
、
何
で

も
相
談
く
だ
さ
い
。

二
〇
万
円
以
上
の
事
業
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
最
高
五
〇
％
を
助

成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
交
付
限
度
額

は
百
万
円
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

企
画
財
政
課
企

画
調
整
係

‐
５
８
１
６
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ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
助
成
事
業

市
は
、
地
域
や
団
体
な
ど
が
自
ら
考
え
て
行
う
地
域
づ
く
り
活
動

の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
三
つ
の
地
域
や
団
体

が
活
用
し
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
引
き
続
き
、
こ
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
地
域
づ

く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
事
業

菅
畑
区
で
は
昨
年
、
地
域
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
岩
倉
庵
を
再
建

し
ま
し
た

助

成

す

る

金

額

を
述
べ
た
後
、
開
所
を
祝
っ
て
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

同
相
談
室
で
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
業
務
を
行
う
ほ
か
、
簡
単

な
操
作
で
求
人
情
報
な
ど
を
探
す

こ
と
が
で
き
る
「
求
人
自
己
検
索

パ
ソ
コ
ン
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

お
り
な
す
で
四
月
十
二
日
、
地

域
職
業
相
談
室
「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
栃
尾
」
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

栃
尾
分
室
が
三
月
三
十
一
日
を
も

っ
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
に
統
合

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
栃

尾
市
と
長
岡
公
共
職
業
安
定
所
が

共
同
で
運
営
す
る
、
同
相
談
室
が

開
所
さ
れ
た
も
の
で
す
。

開
所
式
で
は
、
関
係
者
が
祝
辞

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー｢

お
り
な
す｣

に

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
栃
尾
が
開
所

おりなすの２階に開所した
ワークセンター栃尾

行
政
相
談
委
員
に

大
橋
榮
蔵
さ
ん(

金
町)

す
。

専
用
相
談
電
話

０
５
７
０

‐
０
９
０
１
１
０

※
最
寄
り
の
行
政
評
価
局
・
事

務
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

相
談
受
付
時
間

平
日
…
８
時

分
〜

時

30

17

問
合
せ

総
務
課
庶
務
係

‐
52

５
８
１
５
ま
た
は
新
潟
行
政
評

価
事
務
所
行
政
相
談
課

０
２

５
‐
２
２
４
‐
１
１
０
０

る
こ
と
を
役
割
と
し
て
い
ま
す
。

◎
春
季
行
政
相
談
強
調
週
間

総
務
省
新
潟
行
政
評
価
事
務

所
で
は
、
５
月

日

か
ら

16

（月）

22

日

ま
で
の
一
週
間
、
「
春
季

（日）
行
政
相
談
強
調
週
間
」
と
し
て

皆
さ
ん
の
相
談
に
集
中
的
に
応

じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も

か
け
ら
れ
る
「
行
政
苦
情
１
１

０
番
」
を
設
置
し
、
専
用
の
電

話
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

開
所
を
祝
っ
て
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
う
関
係
者

大
橋
榮
蔵
さ
ん(

金
町)

が
、
総

務
大
臣
か
ら
引
き
続
い
て
行
政
相

談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
員
は
、
国
の
仕
事
、

国
が
県
や
市
に
委
ね
て
い
る
仕
事

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

や
要
望
、
疑
問
、
苦
情
を
受
け
て

相
談
に
応
じ
、
国
や
関
係
機
関
に

連
絡
を
行
う
な
ど
、
解
決
に
努
め

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十

日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

栃
尾
市
で
も
、
「
小
さ
な
手

大

き
く
上
げ
て

渡
ろ
う
よ
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
や

朝
と
夕
方
の
街
頭
指
導
、
ド
ラ
イ
バ

ー
と
歩
行
者
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

を
実
施
。
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

交
通
安
全
協
会
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

多
く
の
人
が
交
通
安
全
運
動
に
参
加

し
ま
し
た
。

昨
年
の
県
内
の
交
通
事
故
死
者

(

二
百
二
十
七
人)

の
約
五
二
％
が
、

ゆ
と
り
を
持
っ
た

運
転
・
歩
行
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
し
た
。

暖
か
い
春
を
迎
え
、
外
出
す
る
機
会

が
増
え
る
こ
の
時
期
は
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
新
入
学(

園)

か
ら
一
カ
月
が
過
ぎ
、
子
ど
も
た
ち

の
行
動
範
囲
が
広
が
っ
て
き
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
ゆ
と
り
を
持
ち
、

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
・
歩
行
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

県
公
安
委
員
会
で
は
四
月
一
日
、

地
域
の
交
通
モ
ラ
ル
の
向
上
と
交
通

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
も
ら
う
地
域
交
通
安
全
推
進
委
員

を
委
嘱
し
ま
し
た
。

委
員
は
五
人
で
、
交
通
安
全
教
育

や
広
報
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

地
域
交
通
安
全
推
進
委
員

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
や
わ
ら
か
い

日
差
し
と
さ
わ
や
か
な
風
が
訪
れ
る

人
を
や
さ
し
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

園
内
は
、
二
十
区
画
の
テ
ン
ト
サ

イ
ト
や
シ
ャ
ワ
ー
室
を
備
え
た
キ
ャ

ン
プ
場
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
作
品
も
展

示
す
る
名
水
会
館
ア
ト
レ
と
ど
、
名

物
よ
も
ぎ
う
ど
ん
が
好
評
の
レ
ス
ト

ラ
ン
銘
森
、
地
元
の
新
鮮
野
菜
も
販

め
も
り

売
し
て
い
る
と
ど
ハ
ウ
ス
、
茶
室

と
し
て
利
用
で
き
る
望
岳
庵
な
ど
施

設
が
充
実
。
秋
に
は
あ
ぶ
ら
げ
ま
つ

り
も
行
わ
れ
ま
す
。
家
族
、
友
人
と

の
思
い
出
づ
く
り
に
最
適
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
料
金

入
場
料

二
百
円

宿
泊

テ
ン
ト
１
張
り
千
五
百
円

問
合
せ

ア
ト
レ
と
ど

‐
３
０
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お
い
し
い
水
、美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た

杜
々
の
森
名
水
公
園

名
水
が
湧
き
出
る
聖
な
る
森
「
杜
々
の
森
名
水
公
園
」
は
、
お
い

し
い
水
と
美
し
い
自
然
を
求
め
て
毎
年
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

も
う
す
ぐ
夏
本
番
。
穏
や
か
で
心
地
よ
い
雰
囲
気
に
満
ち
た
名
水

公
園
で
、
安
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

名水を求めて訪れる人たち

春の全国交通安全運動を実施しました(4／6～15)

『小さな手 大きく上げて 渡ろうよ』
死亡事故０の日 を超えて継続中！

ゼ ロ

～市民一人ひとりが交通ルールを守り、事故の無い栃尾市を目指しましょう～

すべり台で遊ぶ子供たち

地域交通安全推進委員の皆さん

ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
交
通
安
全
協
会
の
皆
さ
ん



（
敬
称
略
）

基
本
動
作

小
学
生
以
下
の
部

優
勝

箕
輪

風
花
（
小

貫
）

２
位

大
橋

海
里
（
栄

町
）

３
位

加
藤

悠
祐
（
栄

町
）

敢
闘

斎
藤

瑞
季
（
原

町
）

基
本
動
作

中
学
生
以
上
一
般

優
勝

箕
輪

匠
（
小

貫
）

２
位

星
野

豪
（
栄

町
）

３
位

斎
藤

凌
雅
（
原

町
）

敢
闘

高
橋

枝
里
（
表

町
）

小
太
刀

小
学
４
年
以
下
の
部

優
勝

斎
藤

瑞
季
（
原

町
）

２
位

加
藤

航
也
（
栄

町
）

３
位

酒
井

直
人
（
巻

渕
）

小
太
刀

小
学
６
年
生
の
部

優
勝

石
丸

美
洸
（
下

塩
）

み
ひ
ろ

２
位

箕
輪

風
花
（
小

貫
）

３
位

加
藤

悠
祐
（
栄

町
）

敢
闘

大
橋

海
里
（
栄

町
）

小
太
刀

中
学
生
以
上
一
般
女
子

優
勝

大
橋

一
葉
（
栄

町
）

第

回

栃
尾
市
ス
ポ
ー
ツ

16
チ
ャ
ン
バ
ラ
選
手
権
大
会

３
／
６

総
合
体
育
館

２
位

星
野

豪
（
栄

町
）

３
位

高
橋

枝
里
（
表

町
）

敢
闘

斎
藤

凌
雅
（
原

町
）

小
太
刀

一
般
男
子
の
部

優
勝

阿
部

雅
士
（
二
日
町
）

ま
さ
と

２
位

韮
沢

肇
（

泉

）

３
位

石
丸

祐
人
（
下

塩
）

敢
闘

諸
橋

真
浩
（
金

町
）

長
剣

小
学
４
年
以
下
の
部

優
勝

加
藤

航
也
（
栄

町
）

２
位

酒
井

直
人
（
巻

渕
）

３
位

斎
藤

瑞
季
（
原

町
）

長
剣

小
学
６
年
生
の
部

優
勝

箕
輪

風
花
（
小

貫
）

２
位

石
丸

美
洸
（
下

塩
）

３
位

大
橋

海
里
（
栄

町
）

敢
闘

加
藤

悠
祐
（
栄

町
）

長
剣

中
学
生
以
上
一
般
女
子

優
勝

星
野

豪
（
栄

町
）

２
位

大
橋

一
葉
（
栄

町
）

３
位

菅
田
た
づ
子
（
新

町
）

敢
闘

目
黒

雄
太
（
大
川
戸
）

長
剣

一
般
男
子

優
勝

石
丸

祐
人
（
下

塩
）

２
位

諸
橋

真
浩
（
金

町
）

３
位

韮
沢

肇
（

泉

）

敢
闘

佐
藤

清
志
（
宮

沢
）

得
物
自
由

優
勝

韮
沢

肇
（

泉

）

２
位

阿
部

雅
士
（
二
日
町
）

３
位

目
黒

雄
太
（
大
川
戸
）

敢
闘

菅
田
た
づ
子
（
新

町
）

団
体
戦

優
勝

諸
橋
真
浩
（
金
町
）
、
大

橋
海
里
（
栄
町
）
、
高
橋
枝
里

（
表
町
）

２
位

大
橋
一
葉
（
栄
町
）
、
石

丸
美
月
（
下
塩
）
、
加
藤
航
也

（
栄
町
）

３
位

斎
藤
瑞
季
（
原
町
）
、
箕

輪
匠
（
小
貫
）
、
石
丸
祐
人

（
下
塩
）

敢
闘

加
藤
悠
祐
（
栄
町
）
、
斎

藤
凌
雅
（
原
町
）
、
菅
田
た
づ

子
（
新
町
）

特
別
賞

最
優
秀
賞
（
田
邊
哲
人
杯
）

韮
沢

肇
（

泉

）

優
秀
賞

箕
輪

風
花
（
小

貫
）

特
別
敢
闘
賞

倉
茂

花
苗
（

泉

）

Ｑ

「
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
」
と

は
、
ど
の
よ
う
な
歯
科
医
で
す

か
？

Ａ

「
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
」
と

は
、
歯
や
歯
茎
が
痛
む
と
き
に
診

て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
痛
く
な

い
と
き
で
も
口
の
中
の
健
康
状
態

を
点
検
し
て
く
れ
る
歯
科
医
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

歯
を
長
く
健
康
に
保
つ
秘
訣
は
、

普
段
か
ら
歯
の
手
入
れ
方
法
や
、

定
期
歯
科
健
診
、
治
療
、
相
談
な

ど
、
何
で
も
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
「
か
か
り
つ

け
の
歯
科
医
」
を
持
つ
こ
と
で
す
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
は

こ
れ
ま
で
の
治
療
の
経
緯
を
詳
細

に
把
握
し
て
い
る
た
め
、
体
質
、

体
調
な
ど
に
気
を
つ
か
っ
た
診
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
歯
周
病
を
は

じ
め
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
安
心
し

て
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

快
適
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
生
活
習
慣
病
で
あ
る
む

し
歯
や
、
歯
周
病
を
予
防
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
定
期
的
に
か

か
り
つ
け
の
歯
科
医
で
歯
や
口
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
む
し
歯
や
歯

周
病
の
特
徴
を
知
り
、
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
の
方
法
を
家
庭
で
実
行
す
る

こ
と
が
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
つ
な
が
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
る

こ
と
が
で
き
、｢

歯
が
き
れ
い
ね｣

な
ん
て
い
わ
れ
た
い
も
の
で
す
ね
。

資
料
提
供

新
潟
県
歯
科
医
師
会

|||||広報とちお17.5.5|||||

歯
の
健
康
一
口
メ
モ

歯
の
健
康
Ｑ
＆
Ａ

イラスト

20年ほど前に日本で考案された
｢スポーツチャンバラ｣

毎週日曜日
住民票・印鑑登録証明書を発行

と き：毎週日曜日の９時～正午(午前中のみ)

ところ：文化センター１階公民館 問合せ：市民課 52 5835-

|||||広報とちお17.5.5|||||

平成17年度 栃尾市区長名簿（敬称略）

本年度の各区の区長さんが決まりましたので、お知らせします。

平成17年４月28日現在

● 栃 尾 地 区 ● 下 樫 出 関 根 松 男 ● 入 東 谷 地 区 ●

新 栄 町 大 崎 照 二 ツ 郷 屋 飯 濱 清 榮 下 来 伝 佐 藤 定 雄

栄 町 佐 野 敏 夫 山 口 勝 沼 一 雄 上 来 伝 椿 忠 男

山 田 町 下 村 俊 美 熊 袋 佐 藤 昭 雄 松 尾 廣 田 嘉 夫

新 町 大 﨑 脩 二 日 町 阿 部 又 衛 栗 山 沢 井 田 春 一

大 町 平 澤 博 下 塩 西 川 榮 松 寒 沢 多 田 功

表町(三光) 神子田 澄 和 人 面 小 林 勇 吹 谷 諏佐 太喜之助

表町(岩神) 今 井 十志崇 文 納 矢 澤 光 義

大 野 町 八 木 元 紀 山 屋 佐 野 保 ● 荷 頃 地 区 ●

区事務所 52-1372 明 戸 若 杉 嘉 秋 北 荷 頃 髙 橋 金 成

谷内１丁目 高 見 力 区事務所 52-4405

谷内２丁目 西 川 史 朗 ● 上 塩 谷 地 区 ● 一 之 貝 保 科 熊 雄

滝 の 下 町 馬 場 幸 雄 滝 之 口 橘 正 明 区事務所 53-2566

上 の 原 町 田 口 節 夫 入 塩 川 今 井 安 雄 軽 井 沢 多 田 弘 作

旭 町 佐 藤 忠 男 本 所 佐 藤 東 作 比 礼 渡 辺 政 義

仲 子 町 五十嵐 光 雄 島 田 河 野 幸 雄 本 津 川 石 田 清 春

東 町 矢 澤 文 夫 山 葵 谷 渡 邉 和 夫

本 町 吉 田 拓 蔵 葎 谷 酒 井 光 國 ● 西 谷 地 区 ●

金 町 星 野 秀 夫 平 中 野 俣 穴 澤 久 田 之 口 漆 間 正 伍

小 貫 五十嵐 幸 二 九 川 酒 井 芳 和 西 野 俣 稲 葉 正 夫

土 ケ 谷 山 口 忠 六 塩 中 酒 井 啓一郎 中 千 野 威 徳

金 沢 岩 崎 良 助 梅 野 俣 河 田 誠 木 山 沢 今 井 眞 人

原 町 青 柳 孝 三 塩 新 町 佐 藤 正 敏 森 上 梅 沢 専 一

巻 渕 吉 田 一 祐 天 平 水 口 幹 雄

栃 倉 沖 布 藤 田 公 夫 ● 中 野 俣 地 区 ●

大 倉 河 田 利 一 大 野 原 葛 綿 愼 西 中 野 俣 金 内 忠 司

平 多 田 博 義 新 山 渡 邉 信 雄

東 が 丘 中 澤 晴 一 ● 東 谷 地 区 ● 繁 窪 山 本 昇 一

天 下 島 勝 沼 利 臣 宮 沢 佐 藤 英 八

鴉 ヶ 島 中 村 正 喜 泉 川 上 悌 治 ● 半 蔵 金 地 区 ●

水 沢 杵 渕 奥 衛 大 川 戸 目 黒 正 半 蔵 金 石 丸 大 作

岩 野 稲 田 一 周 菅 畑 渡 辺 正 行 区事務所 58-2002

楡 原 稲 田 貴 赤 谷 中 沢 久 衛 田 代 山 内 喜 一

小 向 馬 場 善 之

● 下 塩 谷 地 区 ● 栃 堀 星 野 信 行 ● 特 別 地 区 ●

吉 水 高 野 勘 一 区事務所 52-3521 住 宅 団 地 椛 澤 實

上 樫 出 宮 中 忍

公民館図書室 開館時間を延長
火曜日～金曜日 午前10時～午後７時(祝日は午後５時まで)

土曜日・日曜日 午前10時～午後５時 問合せ： 52-2020



▲
▲

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

広報掲載の写真のネガをお貸しします 総務課 52 5815-

森
林
の
育
成
管
理
は
林
業
者
や
山

村
の
人
々
だ
け
に
委
ね
て
お
く
だ
け

で
な
く
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
森
林

を
自
分
の
も
の
と
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
、
可
能
な
方
法
で
、
森
林

づ
く
り
へ
参
加
す
る
こ
と
が
差
し
迫

っ
た
国
民
的
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
球
的
規
模
で
森
林
の
衰
退

が
深
刻
化
し
、
熱
帯
林
の
再
生
や
砂

漠
化
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

緑
の
募
金
は
、
こ
の
よ
う
な
国
民

の
森
林
・
み
ど
り
に
対
す
る
関
心
を
、

具
体
的
な
「
森
を
守
り
育
て
る
」
取

り
組
み
へ
と
結
集
す
る
た
め
、
平
成

七
年
四
月
「
緑
の
募
金
に
よ
る
森
林

整
備
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
と

し
て
法
制
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
昭
和
二
十
五
年
以
来
の
長
い

歴
史
を
持
ち
、
身
近
な
緑
化
や
緑
化

意
識
の
高
揚
に
貢
献
し
て
き
た｢

緑

の
羽
根
募
金｣

が｢

緑
の
募
金｣

と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
、｢

国
民
参
加
に

よ
る
森
林
づ
く
り｣

が
本
格
的
に
始

ま
り
ま
し
た
。

当
市
に
お
い
て
は
、
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
各
家
庭
に
協
力
を
お
願
い
し

て
い
る
ほ
か
、
今
年
は
か
み
し
お
緑

の
少
年
団
が
街
頭
で
募
金
活
動
を
実

施
。
秋
に
は
に
い
か
だ
緑
の
百
年
物

語
緑
化
推
進
委
員
会
か
ら
、
募
金
の

額
に
応
じ
て
苗
木
が
配
分
さ
れ
、
各

地
域
で
植
樹
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
も
「
と
ち
お
緑
百
年

物
語
ふ
れ
あ
い
の
森
づ
く
り
」
事
業

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
市
民
参
加
に

よ
る
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
森
づ
く
り

に
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

農
林
課
林
政
係‐

５
８
４
７

52

旧
型
の
ガ
ス
栓

昭
和
四
十
八
年
以
前
の
ガ
ス
栓
は
、

内
部
の
す
り
合
わ
せ
部
分
に
金
属
の

磨
耗
防
止
や
気
密
保
持
の
目
的
で
グ

リ
ス
（
潤
滑
剤
）
が
塗
布
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
長
い
期
間
の
使
用

に
よ
り
、
グ
リ
ス
切
れ
や
グ
リ
ス
の

劣
化
が
進
み
、
つ
ま
み
の
動
き
が
悪

く
な
り
、
ガ
ス
漏
れ
が
発
生
す
る
な

ど
の
不
具
合
を
生
じ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ヒ
ュ
ー
ズ
ガ
ス
栓
は
安
全

最
新
の
ガ
ス
栓
は
オ
イ
ル
レ
ス
タ

イ
プ
な
の
で
、
動
き
が
悪
く
な
っ
た

り
、
ガ
ス
漏
れ
を
発
生
し
た
り
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
が
ガ
ス
栓
か

ら
外
れ
た
場
合
や
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
切

断
な
ど
に
よ
り
過
大
な
ガ
ス
が
流
れ

出
た
時
に
、
ガ
ス
漏
れ
を
未
然
に
防

止
す
る
安
全
機
能
も
合
わ
せ
持
っ
て

い
ま
す
。

古
く
な
っ
た
ガ
ス
栓
は
、
ガ
ス
漏

れ
な
ど
の
原
因
と
な
り
や
す
い
た
め
、

新
し
い
ガ
ス
栓
に
取
替
え
を
お
勧
め

し
ま
す
。

問
合
せ

ガ
ス
水
道
局

‐
５
８
２
６

52
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｢
緑
の
募
金｣

で
緑
化
推
進

〜

自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
森
づ
く
り
〜

森
林
は
、
水
の
ふ
る
さ
と
、
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
人
類
共
通
の

財
産
で
す
。

今
、
地
球
規
模
で
の
森
林
づ
く
り
活
動
が
必
要
で
す
。
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

古
く
な
っ
た
ガ
ス
栓
は

早
め
に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う

市制施行50周年を記念して、植樹や自然観察、
林業体験を行った｢とちお緑百年物語ふれあ
いの森づくり｣(大平山山ろく・北荷頃地内、
平成16年10月23日)

募
金
の
趣
旨

募
金
活
動
と
緑
化
推
進

ガ
ス
水
道
局
で
は
三
年
に
一
度
、
各
家
庭
の
ガ
ス
漏
れ
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
ガ
ス
漏
れ
を
発
見
し
た
場
合
の
多
く
は
、

古
い
ガ
ス
栓
か
ら
の
漏
れ
が
原
因
で
し
た
。

安
全
の
た
め
、
古
く
な
っ
た
ガ
ス
栓
は
早
め
に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
と
安
全

旧型のガス栓とヒューズガス栓のしくみ

毎週火曜日午後７時まで
証明書発行業務などを実施中

ところ：市役所２階 市民課・税務課の窓口

問合せ：市民課 52 5835,税務課 52 5837- -



守門山開き
震災のため、今年は合同登山と山頂での安全祈願祭は行いません
※安全祈願祭を５月21日(土)に巣守神社(栃堀、入塩川)で開催 問合せ：観光協会 51 1195-

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
は
、
護
身

を
目
的
と
し
た
武
道
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

５
月

日
〜
６
月

日
毎

と

き

25

10

週
水
・
金
曜
日

全
６
回
、

時
19

分
〜

時

30

21 そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

初
心
者
教
室

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

５
歳
以
上

対

象

千
五
百
円
（
保
険
料
）

参
加
費

５
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

18

（水）

で
に
協
会
事
務
局
・
菅
田

‐
53

２
９
３
４

と

き

７
月
６
日

〜

日

講

義

（水）

29

（金）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
課
程
講
習
会

ま
で
の
土
曜
・
日
曜
・
休
日
・

休
講
日
を
除
く

日
間
、
９
時

16

分
〜

時

15

17８
月
１
日

〜

月

実

習

（月）

10

19

日

ま
で
指
定
さ
れ
た
４
日
間

（水）

月

日

閉
校
式

10

20

（木）

文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か

と
こ
ろ

市
内
に
住
所
が
あ
る

歳

対

象

60

台
前
半
層
で
全
日
程
（

日
間
）

21

受
講
で
き
る
人

人(

多
数
の
場
合
抽
選)

定

員

20無

料

受
講
料

５
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

16

（月）

ら
６
月

日

ま
で
シ
ル
バ
ー
人

16

（木）

材
セ
ン
タ
ー

‐
２
１
４
１

53

６
月
７
日

時

分
〜

と

き

（火）
13

30

時
（
受
付

時
〜
）

16

13

ハ
イ
ブ
長
岡
（
長
岡
市
寺

と
こ
ろ

島
３
１
５
）

平
成

年
３
月
新
規
学
校

対

象

18

卒
業
予
定
者

参
加
企
業
と
の
個
別
面
接

内

容
会

▽
参
加
希
望
企
業
…
事
前

そ
の
他申

込
み
が
必
要
▽
学
生
…
事
前

申
込
み
は
不
要
。
た
だ
し
、
履

歴
書
持
参

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

申
込
み
・
問
合
せ

長
岡
学
卒
担
当

‐
１
１
８
１

32

中
越
地
区
２
０
０
６

合
同
就
職
面
接
会

|||||広報とちお17.5.5|||||

市
長
と
語
ろ
う

市
民
対
話
集
会

日

程月

日

会

場

５
月

日

塩
谷
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー｢

大
ホ
ー
ル｣(

大
野
原)

14

（土）
日

皆
楽
荘｢

大
広
間｣(

吉
水)

20

（金）
日

西
谷
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー｢

大
広
間｣(

北
荷
頃)

23

（月）
日

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り
な
す｢

第
１
・
２
会
議
室｣

24

（火）
日

上
来
伝
公
民
館

26

（木）
日

ふ
る
さ
と
会
館
（
西
中
野
俣
）

27

（金）
日

ま
ん
さ
く
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
西
野
俣
）

30

（月）
日

文
化
セ
ン
タ
ー
「
大
会
議
室
」

31

（火）

い
ず
れ
の
会
場
も
午
後
７
時

分
〜
９
時
の
予
定

時

間

30

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

‐
５
８
１
６

問
合
せ

52

平成17年度 県民介護・技術取得講座

初歩的な介護実習などを通して介護予防意識を高め、いき
いきとした生活を送るためにどうすればよいのか学ぶ、講義
10時間・実技20時間の「無料介護講座」を開設します。
コース名・開催日

コース名 開 催 日
６月コース ２日・７日・８日・16日・21日・27日
７月コース ７日・12日・13日・21日・22日・26日
８月コース ４日・10日・11日・19日・29日・31日
９月コース ３日・10日・11日・17日・25日・28日
10 月コース ４日・６日・７日・21日・26日・27日
11 月コース ２日・９日・10日・17日・18日・22日
夜 コ ー ス ７月７日～８月31日までの間の15日間
高校生コース ８月１日の１日間だけの特別コース

月別コース…10:00～16:00 夜 コ ー ス…18:30日 程

△ △

～20:30 高校生コース…10:00～16:00

△

新潟ユニゾンプラザ(新潟市上所２－２－２)会 場
各コース30人(先着順)定 員

※講座内容など、詳しいことは問い合わせてください。
新潟県社会福祉協議会 025-281-5525申込み・問合せ

今
年
度
は
、
災
害
復
興
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
長
岡
市

と
の
合
併
に
備
え
る
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
栃
尾
市
と
し

て
は
限
ら
れ
た
期
間
と
な
り
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
声
を
こ
れ

か
ら
の
市
政
運
営
に
生
か
し
て
い
く
た
め
に
、
市
民
対
話
集
会
を
開
催

し
ま
す
。

当
日
は
、
災
害
復
興
へ
の
対
応
、
合
併
に
あ
た
っ
て
協
議
し
て
き
た

調
整
事
項
お
よ
び
新
市
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
市
長
が

直
接
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
質
問
を
お
聞
き
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
、
ふ
る
さ
と
栃
尾
へ
の
思
い
を
ぜ
ひ

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

道院高原 問合せ：ふるさと交流広場道院管理組合 53 2390震災のため、当分の間休業します -



６
月
５
日

７
時

分
〜

と

き

（日）

30

谷
内
１
丁
目
・
谷
内
２
丁

と
こ
ろ

目
・
滝
の
下
町
・
仲
子
町
地
区

(

主
会
場
…
原
信
栃
尾
店
駐
車
場)

※
朝
８
時

分
に
、
消
防
署
の
サ
イ

00

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

訓
練
内
容

〇
住
民
に
よ
る
避
難
、
消
火
、
救

護
訓
練

〇
火
災
防
ぎ
ょ

〇
応
急
救
護
所
設
置
、
救
急
処
置

〇
初
期
消
火
、
水
道
復
旧

〇
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
演
技
披
露

〇
県
消
防
防
災
ヘ
リ
救
出
訓
練

消
防
本
部

‐
１
１
５

問
合
せ

52

５

６
月
５
日

時

分
〜

と

き

（日）
10

10

栃
尾
南
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

と
こ
ろ

ド
（
雨
天
の
場
合
…
体
育
館
脇
駐

車
場
）

大
切
な
人
が
突
然
、
け
が
や
病

気
に
お
そ
わ
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は

何
か
手
当
を
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
か
。

救
急
隊
が
到
着
す
る
前
に
家
族
な

ど
に
よ
っ
て
心
肺
そ
生
法
が
実
施
さ

れ
れ
ば
、
救
命
率
は
高
く
な
り
ま
す
。

万
一
の
と
き
の
た
め
「
応
急
手

当
」
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

６
月

日

９
時
〜

時

と

き

19

（日）

12

消
防
署
「
会
議
室
」

と
こ
ろ

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

対

象

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付

そ
の
他

６
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

16

（木）

で
に
消
防
本
部

‐
１
１
５
５

52

誰
で
も
で
き
る
応
急
手
当

普
通
救
命
講
習
会

くん酒井 龍雅
りゅうが

（上の原町）
５月11日
３歳児

健診会場で

□乳幼児健診
保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町2-2-23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳児歯
科健診、３歳児歯科健診では、
健診前に歯を磨いておいてく
ださい。また、希望者にフッ
素塗布を実施します。
※母子手帳、問診票を忘れずに持
参してください。

平成17年

５.18

健 診 名 月 日 対象者生年月

16年10･11月生まれ７ カ 月 児 健 診 ６月10日(金)

15年10･11月生まれ１歳６カ月児健診 ６月９日(木)

２歳児歯科健診 ６月16日(木) 15年５月生まれ

３歳児歯科健診 ６月16日(木) 14年５月生まれ

３ 歳 児 健 診 ６月８日(水) 14年２月生まれ

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

種 類 月 日 対象者生年月
Ｂ Ｃ Ｇ 17年３月生まれ６月23日(木)
※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測っていただきます）

※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読
んできてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
６月28日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時
◎子育てについて相談のある人は、おいでください。

保健師、助産師、母子保健推進員相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
６月22日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
事前に保健福祉課まで連絡ください。 52-5836

□心の悩み精神保健相談
６月17日(金）午後２時～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町2-2-23）会 場 ▼

長岡地域振興局健康福祉環境部問合せ ▼

33-4931
※事前に予約ください。

栃
尾
市
消
防
防
災
訓
練
・
演
習

◆
消
防
防
災
訓
練

昨年の消防防災訓練

◆
消
防
演
習

小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

消防団員が日ごろの練習の成
果を競うポンプ操法競技会

人口 ２３,９９６人 男 １１,７２１人 女 １２,２７５人 世帯数 ７,４２４
市のようす

４月末現在
死者 傷者交通事故

４月 4件

17年累計 16件

0 人

0 人

4人

17人

～交差点では十分に注意し、お互いに
譲り合いの気持ちで安全に通行しましょう～



催

し

そ
の
他

７月30日(土)から９月４日(日)まで、美術館で開催する

「栃尾ふるさと百景～誇～」作品募集
出品申込み：６月１日(水)～24日(金)まで公民館

募集作品：絵画、書道、俳句など 問合せ：公民館 52-2020

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を

送
る
う
え
で
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
、
尊
重
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
国
民
の

基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い

わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
制

度
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
で
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し

て
い
っ
そ
う
の
人
権
思
想
の
啓
発
に

努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

栃
尾
市
で
は
、
市
長
の
推
薦
に
よ

り
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
四
人
の
委

員
が
、
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
近
隣
の
い
や
が
ら
せ

▽
差
別
や
い
じ
め
の
問
題

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
近
く
の
人

権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

(

‐
３
７
５
８)

星
野
信
行
さ
ん

52

(

‐
４
０
８
７)

稲
田
美
穗
子
さ
ん

52

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

(

‐
２
４
１
２)

橋
本
英
俊
さ
ん

52

(

‐
２
４
１
４)

葛
綿
弘
義
さ
ん

53

初
心
者
を
対
象
に
銅
版
画
・
レ
リ

ー
フ
の
作
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

６
月

日

〜

月

日

と

き

10

（金）

11

18

ま
で
の
全

回
、

時

分
〜

（金）

12

19

30

時

分

21

30

※
日
曜
日
に
開
催
す
る
場
合
、
９

時
〜

時
14文

化
セ
ン
タ
ー｢
学
習
室｣

、

と
こ
ろ

お
り
な
す｢

ア
ト
リ
エ｣

高
橋
純
一
さ
ん(

分
水
町)
、

講

師
栃
尾
彫
金
同
好
会
の
皆
さ
ん

人
（
先
着
順
）

定

員

15三
千
五
百
円
（
初
回
時
納

受
講
料

入
）

※
受
講
料
の
ほ
か
に
材
料
費
二
千
円

が
必
要

５
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

26

（木）

ら
公
民
館

‐
２
０
２
０

52

市
所
蔵
の
古
文
書
を
解
読
し
、
そ

教
室
・
講
座

銅
版
画
・

レ
リ
ー
フ
講
座

古
文
書
解
読
講
座

の
歴
史
背
景
な
ど
を
学
習
し
ま
す
。

月
３
日
ま
で
の
毎
月
第

と

き

10

１
月
曜
日(

初
回
は
５
月

日

)

、

23

（月）

時

分
〜

時

分

13

30

15

30

文
化
セ
ン
タ
ー｢

学
習
室｣

と
こ
ろ

今
井
雄
介
さ
ん(

長
岡
市)

講

師

一
般
成
人

対

象

人
（
先
着
順
）

定

員

30無

料

受
講
料

随
時
公
民
館

申
込
み
・
問
合
せ

‐
２
０
２
０

52産
業
交
流
セ
ン
タ
ー｢

お
り
な
す｣

で
行
う
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

◆
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
実
践
講
座
」

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
の
基
本
か
ら
ビ

内

容
ジ
ネ
ス
文
書
や
ポ
ス
タ
ー
・
ハ
ガ

キ
の
作
成
な
ど
、
実
践
的
な
操
作

を
学
習
し
ま
す
。

６
／
７

・
９

・

と

き

（火）

（木）

14
（火）

・

・

・

、
い
ず
れ

16
（木）

21
（火）

23
（木）

も

時
〜

時

19

21
四
千
円(

テ
キ
ス
ト
代
別)

受
講
料

人(

先
着
順)

定

員

20

※
受
講
者
が
少
な
い
と
き
は
、
講
座

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

開
催
日
７
日
前

申
込
み
・
問
合
せ

ま
で
に
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り

な
す

‐
１
３
３
１

51

お
り
な
す

パ
ソ
コ
ン
講
座
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投
票
日
は
７
月

日
10

( )日

栃尾市農業委員選挙
明
日
の
農
業
を
こ
の
人
に

立候補予定者説明会 ６月20日(月)
☆選挙に関する問合せは市役所選挙事務室 52-2155

平
成

年
７
月

日
を
も
っ
て
、
栃
尾

17

19

市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
満
了
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

７
月
３
日

告
示
、
７
月

日

を
投
票

（日）

10

（日）

日
と
し
て
選
挙
を
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
選
挙
は
、
農
業
者
の
代
表
を
選
ぶ

大
切
な
選
挙
で
す
。
農
業
委
員
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
良
く
考
え

て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委

員
の
定
数
は

人
で
す
。

15

▼
立
候
補
の
届
け
出

７
月
３
日

、
８
時

分
〜

と

き

（日）

30

時
17

市
役
所
３
０
４
会
議
室

と
こ
ろ

▼
立
候
補
に
必
要
な
書
類

６
月

日

に
開
催
す
る
「
立
候
補
予

20

（月）

定
者
説
明
会
」
の
会
場
で
お
渡
し
し
ま

す
。
な
お
、
市
役
所
内
選
挙
事
務
室

（
４
０
５
会
議
室
）
に
も
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

６
月

日

、

時

分
〜

と

き

20

（月）

13

30

文
化
セ
ン
タ
ー｢

大
会
議
室
」

と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ち
お

▽
彫
金
展
（
彫
金
同
好
会
）

６
／
４

〜
（土）

17
（金）

と き：６月12日(日)９時～11時 ところ：中央公園

持ち物：移植ゴテ、軍手 問合せ：とちお花企画事務局・矢沢 53-6428市民花いっぱい植栽大会



電
波
を
正
し
く
使
う
た
め
に
、
電

波
法
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

「
不
法
無
線
局
」
か
ら
発
射
さ
れ
る

強
力
な
電
波
（
不
法
電
波
）
に
よ
り
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
放
送
受
信

機
器
、
消
防
や
救
急
な
ど
の
重
要
な

無
線
通
信
へ
の
混
信
・
妨
害
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

共
有
の
財
産
で
あ
る
電
波
は
、
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局

問
合
せ０

２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
９
６

http://www.shinetsu-bt.go.

電
波
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

jp/

｢

元
気
が
出
る
震
災
復
興｣

を
テ
ー

マ
に
、
撮
影
者
の
イ
メ
ー
ジ
す
る

｢

復
興
の
色｣

で
表
現
し
た
作
品
を
募

集
し
ま
す
。(

未
発
表
作
品
に
限
る)

２
Ｌ
、
カ
ラ
ー

応
募
サ
イ
ズ

Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
各

応
募
方
法

支
店
か
応
募
取
扱
カ
メ
ラ
店
に
あ

る
応
募
票
を
作
品
の
裏
面
に
貼
付

し
応
募

９
月

日

必
着

応
募
締
切

20

（火）

Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
企
画

問
合
せ

課
広
報
担
当

‐
１
３
０
２

35

な
が
お
か
農
業
ま
つ
り

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

６
月

日

ま
で
、

時

と

き

26

（日）

10

〜

時
（
観
覧
券
の
販
売
は

時

18

17

分
ま
で
）

30

県
立
万
代
島
美
術
館

と
こ
ろ

大
人
…
三
百
円
、
高
校
・

観
覧
料

大
学
生
…
百
五
十
円
、
小
・
中
学

生
…
五
十
円

※

人
以
上
団
体
割
引
あ
り

20
※
土
・
日
・
祝
日
は
小
・
中
学
生
無
料

毎
週
月
曜
日

休
館
日

県
立
万
代
島
美
術
館

０

問
合
せ

２
５
‐
２
９
０
‐
６
６
５
５

放
送
大
学
で
は
、
第
２
学
期
（
10

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

同
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の
放

送
で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。

募
集
学
生

▽
教
養
学
部
…
全
科
生
、
選
科
生
、

科
目
生

▽
大
学
院
…
修
士
選
科
生
、
修
士

科
目
生

６
月

日

〜
８
月

募
集
期
間

15

（水）

31

日
（水）

放
送
大
学
新

資
料
請
求
・
問
合
せ

潟
学
習
セ
ン
タ
ー

０
２
５
‐
２

２
８
‐
２
６
５
１

県
立
万
代
島
美
術
館

｢
｣

田
園
と
都
市

放
送
大
学

月
入
学
生
募
集

10

|||||| |||||(5) 広報とちお おしらせ版 17.5.18

養育費は子どもが健やかに
成長するために必要な費用です

養育費は、子どもを育てるのに必要な費用で
す。父母が離婚する場合、養育費についてきち
んと取り決め、支払うことが大切です。
＜裁判所の手続き＞
・養育費を取り決めるには

話し合いの手続き（調停）や裁判所が判断
する手続き（審判）を利用できます。また、
離婚の調停や訴訟の中で取り決めることもで
きます。
・養育費が支払われない場合は

支払いを勧告する手続き（履行確保）や財
産を差し押さえて支払いを確保する手続き
（直接強制）、罰則を課すことで支払いを促
す手続き（間接強制）などを利用できます。

新潟家庭裁判所 ０２５－２６６－３問合せ
１７１ 裁判所ホームページhttp://www.cou
rts.go.jp/

長
岡
社
会
保
険
事
務
所
の
担
当

者
が
、
市
役
所
で
年
金
全
般
の
質

問
に
答
え
ま
す
。

毎
月
第
３
水
曜
日

時

と

き

10

〜

時(

時
〜

時
は
休
み)

15

12

13

市
役
所
２
階
市
民
相
談
室

と
こ
ろ

※
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
年
金
手

帳
や
厚
生
年
金
加
入
歴
の
メ
モ

な
ど
を
持
参
す
る
と
、
よ
り
正

確
に
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金

保
険
な
ど
に
加
入
す
る
人
の
被
扶

養
配
偶
者
）
の
届
け
出
を
忘
れ
て

い
る
と
、
そ
の
期
間
は
「
保
険
料

未
納
の
取
扱
い
」
と
な
り
、
受
給

す
る
年
金
額
が
大
幅
に
少
な
く
な

定
例
年
金
相
談
日
を

利
用
く
だ
さ
い

年
金
加
入
期
間
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

ち
ょ
っ
と
教
え
て

国
民
年
金

Ｑ
＆
Ａ

り
ま
す
の
で
、
年
金
加
入
期
間
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
、
扶
養
し
て
い
る
夫
の

勤
務
先
が
別
の
会
社
に
変
わ
っ
た

場
合
や
、
第
３
号
被
保
険
者
だ
っ

た
人
が
就
職
で
厚
生
年
金
に
加
入

し
、
そ
の
後
退
職
し
て
第
３
号
被

保
険
者
に
戻
っ
た
場
合
、
届
け
出

が
必
要
で
す
。

届
け
出
を
し
て
い
な
い
期
間
が

あ
る
人
は
、
社
会
保
険
事
務
所
で

改
め
て
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
受
給
す

る
年
金
額
は
、
該
当
期
間
も
含
め

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
年
金
加
入
期
間
は
、
定

例
年
金
相
談
日
や
長
岡
社
会
保
険

事
務
所
の
相
談
窓
口
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

昨
年
の
中
越
大
震
災
の
被
災
者

で
、
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付

が
困
難
と
な
っ
た
人
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

市
民
課
国
保
年

申
請
・
問
合
せ

金
係

‐
５
８
３
５
ま
た
は
、

52

長
岡
社
会
保
険
事
務
所

‐
36

５
１
４
１

中
越
大
震
災
の
被
災
者
は
、

保
険
料
納
付
免
除

花季さつき展
と き：６月４日(土)・５日(日) ところ：おりなす 観覧料：無 料

内 容：約30点のさつき盆栽を展示 問合せ：栃尾盆栽愛好会・稲田 53-2118

杜々の森｢アトレとど｣

展示コーナー ◆彫金同好会 ６／４(土)～27(月)



検体名
検査項目

1 一般細菌 １P中100個以下
2 大腸菌 検出されないこと
3 カドミウム及びその化合物 0.01 ㎎/r以下
4 水銀及びその化合物 0.0005 ㎎/r以下
5 セレン及びその化合物 0.01 ㎎/r以下
6 鉛及びその化合物 0.01 ㎎/r以下
7 ヒ素及びその化合物 0.01 ㎎/r以下
8 六価クロム化合物 0.05 ㎎/r以下
9 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 ㎎/r以下
10 フッ素及びその化合物 0.8 ㎎/r以下
11 ホウ素及びその化合物 1.0 ㎎/r以下
12 四塩化炭素 0.002 ㎎/r以下
13 １，４－ジオキサン 0.05 ㎎/r以下
14 １，１－ジクロロエチレン 0.02 ㎎/r以下
15 シス－1,２－ジクロロエチレン 0.04 ㎎/r以下
16 ジクロロメタン 0.02 ㎎/r以下
17 テトラクロロエチレン 0.01 ㎎/r以下
18 トリクロロエチレン 0.03 ㎎/r以下
19 ベンゼン 0.01 ㎎/r以下
20 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01 ㎎/r以下
21 クロロ酢酸 0.02 ㎎/r以下
22 クロロホルム 0.06 ㎎/r以下
23 ジクロロ酢酸 0.04 ㎎/r以下
24 ジブロモクロロメタン 0.1 ㎎/r以下
25 ブロモジクロロメタン 0.03 ㎎/r以下
26 臭素酸 0.01 ㎎/r以下
27 総トリハロメタン 0.1 ㎎/r以下
28 トリクロロ酢酸 0.2 ㎎/r以下
29 ブロモホルム 0.09 ㎎/r以下
30 ホルムアルデヒド 0.08 ㎎/r以下
31 亜鉛及びその化合物 1.0 ㎎/r以下
32 アルミニウム及びその化合物 0.2 ㎎/r以下
33 鉄及びその化合物 0.3 ㎎/r以下
34 銅及びその化合物 1.0 ㎎/r以下
35 マンガン及びその化合物 0.05 ㎎/r以下
36 ナトリウム及びその化合物 200 ㎎/r以下
37 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300 ㎎/r以下
38 蒸発残留物 500 ㎎/r以下
39 陰イオン界面活性剤 0.2 ㎎/r以下
40 ジェオスミン 0.00001 ㎎/r以下
41 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 ㎎/r以下
42 非イオン界面活性剤 0.02 ㎎/r以下
43 フェノール類 0.005 ㎎/r以下
44 塩化物イオン 200 ㎎/r以下
45 有機物等 10 ㎎/r以下
46 PＨ値 5.8以上8.6以下
47 味 異常でないこと
48 臭気 異常でないこと
49 色度 ５度以下
50 濁度 ２度以下

0 0 0 0
検出しない 検出しない 検出しない 検出しない
0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
0.00005 未満 0.00005 未満 0.00005 未満 0.00005 未満
0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
0.1 0.2 0.1 0.1 未満
0.08 未満 0.08 未満 0.08 未満 0.08 未満
0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満
0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満
0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満
0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満
0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満
0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満
0.002 0.003 0.001 未満 0.001 未満
0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満
0.004 0.002 0.001 0.001 未満
0.003 0.003 0.001 未満 0.001 未満
0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
0.009 0.008 0.001 0.001 未満
0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満
0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
0.008 未満 0.008 未満 0.008 未満 0.008 未満
0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満
0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満
0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満
0.01 未満 0.01 0.01 0.01 未満
0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
20 6.5 8.8 7.6
43 19 29 62
92 71 58 110
0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満

－ － － －
－ － － －

0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
7.6 7.1 6.0 8.0
0.8 0.8 0.3 0.2 未満
7.5 7.3 7.0 7.0
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
1 未満 1 未満 1 未満 1 未満
0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満

水 質 基 準 ま ん さ く
簡易水道水

明　　　道
簡易水道水

西 中 野 俣
簡易水道水

繁　　　窪
簡易水道水

水
　
　
道
　
　
法
　
　
に
　
　
基
　
　
づ
　
　
く
　
　
水
　
　
質
　
　
基
　
　
準
　
　
項
　
　
目

健
　
康
　
に
　
関
　
す
　
る
　
項
　
目

病
原
微
生
物

金
属
類

無
機
物

有
　
機
　
物

消
毒
剤
・
消
毒
副
生
成
物

金

属

類

無
機
物

有

機

物

そ
　
の
　
他

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
連
す
る
項
目

判　　　　　定 水道法の水質基準
に適合します

水道法の水質基準
に適合します

水道法の水質基準
に適合します

水道法の水質基準
に適合します

平成17年１月24日 平成17年１月24日 平成17年１月24日 平成17年１月24日検 査 実 施 日

検体名
検査項目

1 一般細菌 １P中100個以下 0 0 0 0
2 大腸菌 検出されないこと 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない
3 カドミウム及びその化合物 0.01 ㎎/r以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
4 水銀及びその化合物 0.0005 ㎎/r以下 0.00005 未満 0.00005 未満 0.00005 未満 0.00005 未満
5 セレン及びその化合物 0.01 ㎎/r以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
6 鉛及びその化合物 0.01 ㎎/r以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
7 ヒ素及びその化合物 0.01 ㎎/r以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
8 六価クロム化合物 0.05 ㎎/r以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
9 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 ㎎/r以下 0.2 0.2 0.1 未満 0.3
10 フッ素及びその化合物 0.8 ㎎/r以下 0.08 未満 0.08 未満 0.08 未満 0.09
11 ホウ素及びその化合物 1.0 ㎎/r以下 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満
12 四塩化炭素 0.002 ㎎/r以下 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満
13 １，４－ジオキサン 0.05 ㎎/r以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
14 １，１－ジクロロエチレン 0.02 ㎎/r以下 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満
15 シス－1,２－ジクロロエチレン 0.04 ㎎/r以下 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満
16 ジクロロメタン 0.02 ㎎/r以下 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満
17 テトラクロロエチレン 0.01 ㎎/r以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
18 トリクロロエチレン 0.03 ㎎/r以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
19 ベンゼン 0.01 ㎎/r以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
20 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01 ㎎/r以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
21 クロロ酢酸 0.02 ㎎/r以下 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満
22 クロロホルム 0.06 ㎎/r以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
23 ジクロロ酢酸 0.04 ㎎/r以下 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満
24 ジブロモクロロメタン 0.1 ㎎/r以下 0.002 0.001 未満 0.001 未満 0.002
25 ブロモジクロロメタン 0.03 ㎎/r以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
26 臭素酸 0.01 ㎎/r以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
27 総トリハロメタン 0.1 ㎎/r以下 0.002 0.001 未満 0.001 未満 0.002
28 トリクロロ酢酸 0.2 ㎎/r以下 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満
29 ブロモホルム 0.09 ㎎/r以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
30 ホルムアルデヒド 0.08 ㎎/r以下 0.008 未満 0.008 未満 0.008 未満 0.008 未満
31 亜鉛及びその化合物 1.0 ㎎/r以下 0.01 未満 0.02 0.01 未満 0.01 未満
32 アルミニウム及びその化合物 0.2 ㎎/r以下 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満
33 鉄及びその化合物 0.3 ㎎/r以下 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満
34 銅及びその化合物 1.0 ㎎/r以下 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満
35 マンガン及びその化合物 0.05 ㎎/r以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
36 ナトリウム及びその化合物 200 ㎎/r以下 6.7 7.5 5.8 9.6
37 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300 ㎎/r以下 21 63 8 88
38 蒸発残留物 500 ㎎/r以下 49 100 48 200
39 陰イオン界面活性剤 0.2 ㎎/r以下 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満
40 ジェオスミン 0.00001 ㎎/r以下 0.000001 未満 － － －
41 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 ㎎/r以下 0.000001 未満 － － －
42 非イオン界面活性剤 0.02 ㎎/r以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
43 フェノール類 0.005 ㎎/r以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
44 塩化物イオン 200 ㎎/r以下 8.5 8.0 6.2 7.6
45 有機物等 10 ㎎/r以下 0.4 0.3 0.2 0.4
46 PＨ値 5.8以上8.6以下 7.3 7.4 7.0 7.1
47 味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
48 臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
49 色度 ５度以下 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満
50 濁度 ２度以下 0.1 未満 0.1 未満 0.2 0.1
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